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1600 年 1800 年 2000 年
1. 顕微鏡の歴史
2. 細胞 ・ 組織 ・ 分子の大きさと分解能の関係
分解能 : 高分解能 : 低
区別できる区別できない









＜19 世紀後半～ 20 世紀中頃＞ 色素による染色法の発展
濃淡で大雑把な構造が分かる。
H&E 染色





































4. RET ( 共鳴エネルギー移動 ) とは
音の RET
ある物体のエネルギーが別の物体へと移動して作用すること


























































































































   感じたから。
・ 顕微鏡を覗いて、ミクロな世界を観察すること。
・ 研究を進める中で、新しい問題に直面すること。
・ 今まで発見されていない現象を見つけること。
攻撃モード:
ON
片方の蛍光タンパク質に
光をあてて励起すると
そのエネルギーが
隣の蛍光タンパク質に伝わり
隣の蛍光タンパク質が光る
片方の音叉をたたくと
その振動が
隣の音叉に伝わり
両方が同じ振動を発する
青色蛍光
タンパク質
黄色蛍光
タンパク質
ポイント：
黄色蛍光を観察すればキナーゼの活性を間接的に見ることができる！
低
高
細胞増殖因子を細胞に投与すると...
